
概要 / 目的:

SFRのシビアアクシデント時におけるナトリウム－核分
裂生成物の相互作用

講演者紹介:

熱化学及びCALPHAD（CALculation of PHAse Diagram）法により異なるフェーズに
おける予測をどのように強化できるかに注目し、SFRにおけるシビアアクシデント
シナリオを紹介します。CALPHADとは半経験的方法で、システムの温度、圧力、
構成要素の関数として、熱力学的モデルをガス、液体、固体の相でGibbs自由エ
ネルギーをもとに開発できる方法です。ナトリウムと反応後の、Joint Oxide Gainで

形成された核分裂生成化合物の熱物力学的性質の実験的計測について紹介し
ます。

Guilhem Kauric氏、CEAサクレイの博士課程2年目の学生で、
「熱力学モデル化研究所（LM2T）」の「Service de la corrosion 
et du comportement des matériaux dans leur environnement」
（SCME）に所属しています。博士課程では、過酷事故時のナト
リウム冷却高速炉の安全性評価のために、MOX燃料,核分裂
生成物,ナトリウム間の化学的相互作用を調査することを目的

としています。化学系には多くの元素が含まれているため、こ
の研究のためのモデル開発にはCALPHAD法のアプローチが
最適です。

CEAとENEN＋プログラムの助成を受け、実験とモデル化を組み合わせた学際的
なアプローチで研究活動を行っている。 2017年、Chimie Paristech ENSCP
（diplome d'ingenieur option chimie des materiaux）を卒業し、INSTNでは原子力工
学オプション燃料サイクルの修士号を取得した。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar030


本研究ではSFRの燃料である混合酸化物燃料にターゲットをおいている。

混合酸化物燃料は燃料ペレットとして被覆管内にあり、被覆管は液体金属ナ
トリウムで冷却されています。

照射下で生成される安定な化学種を知ることは、事故の評価に影響するため
重要です。また、SFRはナトリウムの共存が特徴であることを考慮する必要が
あります。



シビアアクシデントを想定した場合、FPや混合酸化物燃料とナトリウムと

の間には相互作用が存在します。本研究では、この相互作用に着目した
熱力学的研究を行っています。

この相互作用は温度や酸素ポテンシャルによって異なり、生成される安定
な化合物も異なってくる。シビアアクシデントの評価には、幅広い温度範囲
や成分に適用できる熱力学モデルが必要です。



Calphadモデルを用いて、どの化合物が熱力学的に安定であるかを知ることが

できます。このモデルにはいくつかの実験的な熱力学データが必要です。予
測精度はデータの拡充に伴い、今後も向上していくと思われます。この研究は、
TAFIDデータベースプロジェクトとして多国間の共同研究で行われています。

これらのプロジェクトの成果の適用例として、Cs-Mo-Oシステムにおける相図

が示されています。それぞれの化学組成の関数および温度の関数で安定な
化合物を同定することができます。これはシビアアクシデントの評価に非常
に有用なツールとなります。




